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巻 頭 言

「学生諸君 と共に喜が うれ しい こと」

館 長 中 和 田 武

平成 9年 度は、図書館にとってうれ しいことが 3つ ありました。その 1つは、一般利用者の声。 2つ

目は、学生諸君の利用率が一段と高まったこと。 3つ 目は、図書館情報ネットワークシステムが新しく

構築されたことです。

1つ 目の声とは、平成 8年度図書館一般公開以来ご利用いただいた一主婦のことです。昨年 9月 にご

主人の転勤で横浜へ転居することとなり、 1年 と数力月の間当館を利用したことのお礼に来館されまし

た。その折り、一般公開の話を耳にし、胸 トキメキ、心のス トレスが吹っ飛ぶのを感じ、利用させても

らえることへの期待が高まったということでした。予想を上まわる資料があり、むさばるように読ませ

ていただきました。ここに落ち着いて10年間でも読ませていただけると思っていた矢先の転勤で、残念

ですとの言葉でありました。郡山に来て、あまり文化にふれる機会のない中で、図書館の公開は私にとっ

て、奈良での最大の贈り物であったと感謝されたそうです。お帰りになるとき、図書館で接する学生達

の素直さと、誠実さを目のあたりに見、すばらしい学生さんのいる奈良高専の将来に、さらなる期待を

寄せていると言ってくださったそうです。また、私たち図書館員に対しても、親切 ・丁寧に学内者と分

け隔てなく接してもらったことへのお礼も述べられました。私は、この話を聞く中で、学校あげての協

力の基、公開して本当によかったと感謝しています。今では、老若男女を問わず、また遠方からもご利

用いただき、利用者数は180名を越えました。外来者が訪れたときには、学生諸君もこれまで以上に、

親切 ・丁寧に接 してくれることを期待しています。必ずやこのことが自分たちに、すばらしい宝物とし

て返ってくることを、私は確信しています。

2つ 目は、 1人 あたりの読書冊数が飛躍的に伸びたことです。昨年度、第一回多読者表彰を実施 しま

したが、これまでの右肩上がりから下向き傾向がみられていました。今年度はどうしてどうして、低学

年がよく頑張っています。12月の時点で昨年度を追い抜く勢いでありました。学生諸君の年間読書冊数

は、全国各大学と比べてみると桁違いに高い値であり、全国高専と比べても トップクラスの冊数です。

時々、低学年の読んでいる本は、レベルの低いものだとよく批半Jされますが、私はそれで良いと考えて

います。本を読むことの楽しさ、わくわくする心を掴んでくれればそれでよいと考えています。楽しむ

ことが解れば、年齢が進むにつれ自然とハイレベルの本につながっていくと考えています。諸君の先輩

達も言うように、 「本から得る知識は宝物」です。お金は使えばすぐ消えてしまいますが、本から得た

知識は、一生消えることなく利用できる価値があります。情報化社会のまっただ中で、日に映るもの ・
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耳に聞こえるもの等は、すぐに忘れ去りますが、本を読み、考え、納得したことは消えることがありま

せん。学生諸君、平成10年度は自分の人生を決定づける本に巡り会える年であるかも知れません。期待

を胸に、本を求める航海に出発してください。

3つ 目は、学校あげてのご理解の基に新しいシステムが導入されたことです。正式名称は、 「図書館

情報ネットワークシステム」といいます。このシステムは、これまで以上に学生諸君の教養 ・学習 ・研

究等をバックアップすることを目的として導入されました。図書館委員会の中に図書館情報システムワー

キンググループを置き、平成9年 5月から作業に取りかかってくれました。メンバーは、情報工学科の

浅井先生をチーフとし、電子計算機委員会から電気工学科の上井先生、事務用電気計算機室から東野さ

ん、当委員会から情報工学科の武藤先生にお願いし、5月以来、何回も繰り返したワーキングの結果、

すばらしいシステムが1月22日にセットアップされました。これによって平成10年度からは、より便利

に、より幅広く図書館を利用してもらえると思っています。これを機会に、今まで図書館に足を運んだ

ことのない学生も、一度訪れてほしいと願っています。何か新発見があるのではないかと思います。

簡単に新システムを紹介します。これはワーキングチーフの浅井先生がまとめて下さったものです。

《システム導入の目的》

① 図 書館業務の効率化と蔵書学術情報の管理、利用者サービスの機能化。

② 学 内LAN、 インターネット、学術情報ネットワークヘの対応。

③ 学 習、教育施設としての機能強化 (マルチメディア教育の推進)。

《システムの特徴》

目的①を達成するために 「情報館95」を導入しました。これによって図書の貸し出し、検索、統計処

理等、図書館業務の高速処理が可能となり機能も拡大されました。目的②を達成するために 「情報館95」

は、クライアント、サーバー型システムでWindows NTの ネットワーク機能を利用することによって

図書館内にローカルエリアネットワーク (LAN)を 構築し、クライアントとサーバーを接続しました。

新システムのパフォーマンスを最大限発揮するため、また学内LANが 高速化された場合、直ちに対応

できるよう、高度な100 BASE規格のものを採用しました。目的③を達成するために、パーソナルコン

ピュータを3合閲覧室に配置し、ネットワークシステムに接続しました。そのうち1合は 「情報館95」

専用の蔵書検索端末として利用し、ユーザーインターフェースのもとで高速な蔵書検索を行うことがで

きます。別の1合は、インターネット上のWebサ ーバー (ホームページ)を 利用する端末としました。

これによって利用者は、たとえば、検索エンジンを用いて学術情報をはじめ、必要とする各種情報を容

易に入手して、学習や研究に役立てることができます。最後の1合は、百科事典や電子地図、新聞の縮

刷版などのCD― ROMを 活用し、学習や趣味、課外活動などに役立てることができるものとしました。

以上の通り、すばらしいシステムが稼働を開始し、マルチメディア教材やインターネットに自由にア

クセスできる環境が整いました。

図書館委員会は平成10年度を新しい図書館の開幕と位置づけました。ついては、このシステムを学生

諸君が教養 ・学習 ・研究 ・課外活動等にフル活用してくれることを期待しています。
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平成9年度 読 書感想文コンクールを終えて

図 書 館 委 員 会

第22回を迎えた校内読書感想文コンクールの審査結果を発表します。今回の応募総数は、429編でし

た。その中から、図書館委員会と国語科の先生方が慎重に選考した結果、次の8名の諸君の作品を入選

作と決定しました。ここに、その氏名を記して栄誉をたたえたいと思います。

最優秀  情 報工学科 2年

優 秀   電 気工学科 1年

優 秀   情 報工学科 1年

優 秀   情 報工学科 1年

優 秀   機 械工学科 2年

優 秀   情 報工学科 2年

赤松 明 美  『 モモ』を読んで

柳澤 佑 輝  犠 牲になるということ (『塩狩峠』)

轡 華 代子  『 変身』を読み終えて

答田 太 朗  少 年Hと 戦争観 (『少年H』 )

泉  明 範   『 四万十川』を読んで

小林啓一郎  『 岳物語』を読んで

優 秀   物 質化学工学科 1年   久 保 陽 子  『 岳物語』を読んで

優 秀   物 質化学工学科 1年   藤 沢 明 子  『 いまを生きる』を読んで

また、入選 とはならなか ったものの、選考の過程で優れた評価を得て最終選考に残 った諸君は次のと

お りです。氏名を記 して、その努力をたたえたいと思います。

lM上 村 彰 宏 lM高 田 敬 ± lE西 村 聖 悟 lS石 山 剛 秀 lS北 ブH信一郎 2M三 村 徳 彦

2E大 元 靖 里 2E山 本 正 明 2S安 部 華 代 2S三 宅  喬  2C上 村 恭 平 2C辰 己 泰 基

3E橋 本  智  31王   承 樹 31 日 向 雅 世 3C吉 野裕美子

く講 評 〉

赤松さん一一昨年に続いての最優秀入賞はりっぱです。今は 「効率」第一主義の時代、時間の速いテ

ンポにつられて、ともすれば私たちは、思考停止や自己喪失に陥りがちです。他者を思い遣ったりじっ

くり考えこむ時間は無駄に見えるが、これこそかえって真の時間として大切なのだと説く。皆さんも一

度、エンデの原作にふれてみてはどうでしょう。柳澤君一―素直に読みとり、丁寧に書いています。轡

さん十一ちょっと難しい、しかし大きなテーマを提示するこの小説を、正しく読み解いています。督田

君一一躍動感溢れる、よい感想文となりました。ふだんから戦争の問題について考えようとしていたか

らですね。問題意識を持って書物に対することの大切さを、思わせられます。久保さん一一親子の間が

らについて、 「っかず離れず」がよいのだと読み取っています。明快な文章です。藤沢さん―一受け止

めた感動が、きびきびとしたリズミカルな文章を通して伝わってきます。泉君一一主人公の引きずる問

題に自分を重ね合わせて読み取り、考えを深めている点がよいです。すぐれた書物は、読後の自分が一

回り大きくなったような感じを与えてくれるものです。小林君一一久保さんと同じく 『岳物語』を対象

にして親子の問題を取り上げていますが、ちょっと大入っぱい書き方になりました。2年生の貫録でしょ

うか。入選作に共通して優れている点は、自分の日でしっかりと見、深く考え、自分の言葉で的確に表

現していることです。

総じて、応募作品はどれもよく書けており、諸君の努力と苦心の跡がうかがえました。自分の考えを

作文にまとめ上げる作業は、創造的な仕事であるからこそ苦しくつらい営みです。しかし、やり終えた

後の喜びがどんなに大きなものであるかは、書き手である諸君が誰よりもよく知っていることですね。
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多くの諸君が、自分の選んだ本について、 「読んでよかった」 「この本をみんなに薦めたい」と書き記

しています。読書感想文コンクールは、諸君の、そうした目に見えない力と声とによって支えられ励ま

されて、今日まで続けて来ることができたのです。いっそうの力作が寄せられるよう期待しています。

(国語科 細 井)

1 1 1て, 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ! | l t l l l l l l l ! | | | | | | | | |■■■■ |‐■‐|‐|■■| |‐ |  | | |■ ■1 1 1 1‐|■■■■‐    ‐  |‐‐ ■■| | | | | |■■| | | | | | | | | | |十1 ! | ! ! | | | ! | = l t l

畿轟轟鹸議轟鞭繍轟寵鶴轟襲籍! ン

『モ モ 』 を 読 ん で

情報工学科2年 赤 松  明  美

「自分の人生はこうして過ぎていくのか。」

「自分は無駄に時間を過ごしているのではない

か。」

などと、思ったことはありませんか。そんな人た

ちは気をつけて下さい。あなたの下に 「灰色の男

たち」が現れるかもしれませんから……。

灰色の男たちは、人から 「時間」をうばう者た

ちです。彼らはいいます、 「あなたは時間を無駄

にしている。」と。人は誰でも、一度 くらい、無

駄に時間を使ってしまったことがあるはずです。

彼らはそんな人の心の奥を読み取ります。例えば、

ある人にかれらはいいました、 「耳の問こえない

母をあいてに話をすることや、何をするわけでも

ないのにインコを飼うことは時間を無駄にしてい

る。」と。また、 「本を読んだり、映画を見たり、
一日を振り返ったりする時間も・…・・。」

でも、それは本当に 「無駄な時間」なのでしょ

うか。あなたはどう思いますか。私はそうは思い

ません。それでは、いったい何が 「大事な時間」

なのでしょう。本の中で時間をつかさどる者はい

いました。 「光を見るために目があり、音を聞く

ために耳があり、そして時間を感じるために心が

ある。」と。そう、人は心があるから、考える力

があるからこそ、時間に意味があるのではないで

しょうか。耳の聞こえない母に話しながら、何か

を感じれば、その時間は無駄ではないと思います。

いえ、そんな時間こそ大事なのだと思います。

時間は途切れることなく、しかも無償で与えら

れるものです。人は皆、 「時間の大切さ」を忘れ

がちになります。一瞬、一瞬の時こそが大切なの

です。そしてその一瞬、一瞬に考えることが大事
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なのです。それでは時間を大事にするとはどうい

う事なのでしょうか。

私たちの社会で時間を大事にするとは、短時間

でより多くのことをすることだと思います。物事

は合理化、単一化、高速化され、それが文明の進

歩とされて来ました。町には、集合住宅が建ち並

び、道路には車があふれ返っています。これが二

十世紀です。世の中はもっともっと高速化 してい

くことでしょう。でも、それは少し怖い気がしま

す。いつか、人の思考が物事の進む速さについて

いけなくなる日がくる。人が物事を考えられなく

なれば、時間の意味が無くなってしまいます。

「モモの世界」の大人たちは忙 しさに追われて

子供の世話ができなくなっていきます。最初は夜

寝る時に本を読んであげられなくて、テープを買

い、一緒に遊んでやれないので、おもちゃを買っ

ていました。そしてそれはだんだんエスカレー ト

していきます。外で遊ぶと交通の邪魔になり、将

来に役立たない遊びは時間のムダだといわれ、外

で遊ぶことは禁止され、大人の監督下で強制的に

ためになる遊びをさせられます。皆、決められた

事をし、同じ考えを持ち、考え出すことができな

い、そんな人を作ることが本当にためになるので

しょうか。人のことを思いやることもできない世

界一一この世界が、いつか 「現実の世界」の話に

なるかもしれません。

時間を大事にする。私は思いますが、それは時

間自身を大事にするのではなく、その時、感じた

気持ちを大事にすることではないでしょうか。誰

かのことを思いやる時間を持つことに意味がない

とは思えません。思いやること一―その気持ちさ

えあれば、 「モモの世界」は 「本の中の世界」の

できごとにすぎず、 「現実の世界」の話にはなら

ないでしょう。

時間はどんどん流れていきます。未来は今にな

り、今は過去へと変わり続けます。でも、私たち

は、その時間に流されるのではなく、つないでい

けたらいいなと思っています。未来は分からなく

て不安だし、過去は、正しかったと言い切れない

けど、今、この瞬間の私を大事にしたいです。そ

して今、この瞬間の皆を大事にしたいです。どの

人の今も同じだけ大事だから……。時間だけは誰

にも公平に訪れます。お金持ちにも貧乏な人にも、

黒人にも、白人にも、大人にも、子供にも、私に

も。そしてあなたにも。

犠牲になるということ(『塩狩峠』)

電気工学科1年 柳 澤 佑 輝

「他人の命を救うために、自分の命を犠牲にで

きるだろうか……。」この本は僕にそんなことを

考えさせた。日では何とでも言えるだろう。しか

し主人公、信夫にはそれができたのである。

この本、 『塩狩峠』は僕が中学生のとき、担任

の先生にすすめていただいて以来、ずっと読んで

みたいと思っていたものだ。そして今、読んでみ

たことが正解だったと確かにいえる。

永野信夫、彼は裕福な士族の家に生まれ祖母の

トセに厳しく育てられた。母はというと、信夫が

生まれた直後、キリス ト教徒だったばかりに、仏

教徒である トセに家を追い出されたというのであ

る。信仰する宗教が違うだけでそこまでしなけれ

ばならないのかと、僕は信夫の母に哀れみを感じ

た。現在では、よほどのことがない限りそこまで

しないだろうが、明治時代の日本ではキリス ト教

徒は 「ヤソ」と呼ばれ、極端に嫌われていたそう

だ。信夫は トセから 「母親は死んだ。」と問かさ

れていたのである。そして、キリス ト教は間違っ

た宗教と教えられた。僕は少し、 トセのやり方に

卑怯さを感じた。信夫の身になってみると、腹立

たしくもあった。しかし、そんな信夫が後にキリ

ス ト教を信仰 し、教会の日曜学校長にまでなろう

とはこのとき誰が思っただろう。

調
書
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信夫は少年のころから多感で、数々の悩みをもっ

ていた。 トセが死んでから帰ってきた妹、待子や

母、菊ともしばらくはうまくいかず、母に甘える

妹に嫉妬することもあった。そんな彼がもってい

たとてつもなく大きな悩み、それは 「死とは何か」

であった。 「人間は何のために生まれてきて、ど

こへ行くのだろう」という悩みを抱いている信夫

が、とても他人には思えなくなっていた。僕もそ

んなことを考えると眠れなくなることがある。し

かし、僕の考え方など比べものにならないくらい

信夫は、死について真剣に考えていたのだ。その

陰には祖母 トセと父の貞行の突然の死があった。

僕の家族はみんな元気で、急に死んでしまうなん

て考えられない。いや考えようとしない、考えた

くない。といっても、よく叱ってくれた トセや、

「いくら士族だからといって他人に対し差別意識

をもってはいけない。」といましめてくれた貞行

の死は、現実であった。

心のよりどころが当然、必要になるだろう。信

夫にとってそれは親友の吉川であった。吉川にだ

けは、どんな悩みでもうちあけられた。僕にそこ

までの親友がいるだろうか。彼には足が不自由で、

肺病とカリエスという重い病気をわずらった、ふ

じ子という妹がいた。世間から差別されていたが、

澄んだ心をもつ彼女もまた信夫の心の大きなより

どころだった。信夫は彼女を愛し、ついに結婚す

ることになった。

結納の日の朝、事件は起きた。札幌に向かう信

夫を乗せた客車が塩狩峠で暴走、声もなくおびえ

る乗客、信夫は危険をおかしてハンドブレーキに

手をかけ、客車の下じきに……・。やっと幸せをつ

かみかけていた二人だったのに……。

胸に熱いものがこみ上げてきた。僕には、自ら

の命を犠牲にすることはできないだろう。しかし、

信夫にはそれができた。何が信夫にそうさせたの

か。キリス ト教徒なら誰でもできたというわけで

はないと思う。自分の人生を見つめ、他人の人生

をも見うめてきた信夫だからこそ、できたのでは

ないか。

信夫の進む道はキリス ト教にあった。僕にも進

むべき道があるはずだ。それが何であるかはまだ

わからないが、自分なりの道を見つけ、歩んでい

きたい。他人のために、自分のために。そして、

「差房U」という名の暴走客車を止めるために・…・・。

『変身』を読み終えて

情報工学科1年 轡  華 代子

ある朝、不安な夢から覚めると、自分の姿が一

匹の、とてつもなく大きな毒虫に変わってしまっ

ているのに気がついた。

こんな一行が、最初に目にとびこんできて、私

は一体何がおきたのかわかりませんでした。しか

し、しばらく読んでいくと、だんだんと、わかっ

てきました。グレゴール ・ザムザという一人の平

凡なセールスマンが、不安な夢から目覚めたとこ

ろ、何のまえぶれも理由もなく、一匹の大きな毒

虫に変わってしまったというのです。

普通の家庭にうまれ、に しいながらもセールス

マンとして働いていた、このグレゴール ・ザムザ

が、何故こんな
“
毒虫

"に
なってしまうという災

いを受けなければいけないのだ !と私は、疑問だ

らけでわけがわかりませんでした。

そんな私とは反対に、当の本人は、気分をめい

らせながらも、その事実にさほど動揺することも

なく、自分の姿をまじまじと見つめます。固い甲

殻の背中、まるくふくらみ、褐色をした弓形の固

い節で分け目をいれられた腹部、頼りなく目の前

でひらひらする足、白い斑点のある箇所……。た

んたんとつづられる描写は、どれも克明で冷たく、

彼を安心させる事は、何一つない事実ばかりでし

た。

そして、ついにその事実はく彼の周りの人々に

もつきつけられます。彼が、自分の部屋からはい

出ようとすると、母親は混乱して、金切り声をあ

げて泣きわめき、父親は、両手にステッキと新聞

を持って、大声をあげて彼を部屋に追い返そうと

する始末……。彼の声も、ただのうめき声にしか

ならず、その日を境にして、家族は彼の救いには

ならず、どんどん彼を追いつめる存在になってい
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きます。家族も彼の存在を、どんどん恨むように

なります。

「家族なのに、ひどぃ !」 と思わず言いたくな

りましたが、実際、自分の家族の中で、そんな事

がおこった時、今までのように接することができ

るか自信がありません。私も、この家族のように、

その存在を恨み、いっそ死んで欲 しいと願うかも

しれない。

そして、そんな中、彼はやせ細ってついに死ん

でしまいます。それとは反対に、自分達を苦しめ

ていた存在から解放されたのだと喜びあい、そし

て心はずませ、軽快な足どりでピクニックに出か

ける家族……。私は、はじめ彼は最後には、もと

どおりになって前の生活をとりもどせるだろうと

思っていたのに、救いも希望の光も結局は与えら

れず、孤独な密室で息をひきとってしまった。彼

は、死ぬことでしかこの凶運から自由になること

ができなかったのが、あわれでただただ、かわい

そうとしか言えません。

そして、この話は身近な
“
家族

"の
中で起こる

ことで、さらに恐 しいものになっていると思いま

した。ごく普通の家庭一一危険な事には面 してい

ないような、一見安全な所にみえて、本当はいろ

んな危険に接していて、またその危険を持ってい

るのかもしれない。そうともわからずに 「自分は

大丈夫だ」と思い込んで、生きているのかもしれ

ない。そんな風に私は思えてきます。だから、そ

んな不安定さをこの作品がついたと私は思います。

この物語は決してあと味のよい話ではありませ

ん。けれど私は、この作品を通して、自分の足元

にある一番身近な家庭を改めてみつめることがで

き、そして大切にしたいと強く思いました。

少年Hと 戦争観 (『少年H』)

情報工学科1年 昏 田 大 朗

まず、なぜ 『少年H』 を選んだのか。授業で先

生が一番推薦 していた本でとても興味を持った。

ちょうど去年は受験勉強にどっぶり浸かっていた

ので戦争についてしっかり考え直そうと思ってい

たからだ。家に帰ると本側に少年Hが 2冊 。偶然

にも母が借りていたのだ。何だかうれ しくなって

引き寄せられるように昭和前期への扉を開いた。

Hと は? 単 純に 「妹尾肇」だからである。四

人家族で父、母、妹。父は数少ないHの 理解者で

あり、戦争についてのHの 疑問を明快に答えてく

れる立派な父親。洋服仕立て屋で仕事柄外人の知

り合いが多い。後に消防士になる。母は筋金入り

のクリスチャンで、 「愛」が口癖。妹はお兄ちゃ

ん思いで泣き虫。Hよ り二歳下。家は山と海に挟

まれているので遊び場には困らない。毎日友達と

走り回る元気盗れるH。 日独伊三国同盟、独ソ不

可侵条約、太平洋戦争開戦へとだんだん戦争色が

濃くなっていく。 「大和魂」一色の学校で国への

異議を漏らすH。 先生から拳の雨が降るが裏でH

を理解する先生もいる。一番の理解者は父。毎回

Hの 話し相手。授業が減り農作業に変わっていく。

遊返ミ余裕など無い生活。大空襲に襲われ火の海を

必死に逃げるH。 家が焼けてしまう。食べ物に困っ

たり機銃掃射されたりするがなんとか生き延び終

戦を迎える。精神的に疲れたHは 家出したり自殺

を試みたり……・。でも無事学校を卒業 し、紹介さ

れた工房に住み込み、自立していく。

この物語の一番の驚きは 「神国日本」の雰囲気

が充満 している学校で堂々と国政を批判するHの

度胸であった。特に軍事教練の教官に対する反抗

が一番激しいので読んでるこっちの方が ドキ ドキ

する。いくら殴られても意志を曲げなかったHは

素晴らしいと思う。そして家に帰ると父親がHの

疑問や意見を聞き、それにしっかり答えてくれる。

戦争下でこういう立派な人は少なかったと思う。

良い父をもったHは 幸せだっただろう。

もう一つHの 父に感心させられたことがある。
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在日外国人との接 し方だ。近所の人に 「あの家は

スパイー家だ。」と噂されても気にせず良心的な

行動をとっていた。現代人でも見習うべき人格者

だと思う。また忘れてはならないのが一家を率先

して最後までキリス ト教信者を貫き通 した母であ

る。この信念の強さは称賛すべきである。妹尾一

家には芯の通った人が多いということを感 じた。

Hの 友人達にも感心 した。ひもじい思いをしてい

る時も、空襲でみんなの家が焼けてしまったとき

もお互いの心を察し明るい話題で励ましあってい

たからだ。現代の子供達に欠けている部分だと思

う。

読み終えた後、著者が読者に伝えたかったこと

は何なのか ? 自 分なりに検討してみた。まず戦

争の実態が明白に、しかも理解しやすく記してあっ

た。新聞の誤報や配給の少なさ等。そして一般人

がどれだけ辛い思いをしていたか。それらを所々

に出てくるHの 短いセリフが読者にまざまざと伝

えてきた。この物語を通じて著者が伝えたかった

ことは、自身の戦争を否定する心であると思う。

私はこの本から学校で習う様な形式じみた戦争観

ではなく、同世代の目から見た生の戦争観を学ぶ

ことができた。戦争体験者が減っていく中で戦争

の恐ろしさを後世に伝えるため、このような本は

貴重だと思う。私自身も次世代に伝える努力を怠

るなと本書に諭された気持ちだ。

過ちを繰り返さぬ為に。

『岳物語』を読んで

物質化学工学科 1年 久 保 陽 子

この 『岳物語』は、椎名家の長男 「岳」と、そ

の成長を見守る 「おとう」との美しい親子の物語

です。私がこの話を読んでゆくうちまず強く印象

に残ったのは、 「おとう」は岳に対して丁度良い

距離で接してきたのだな、ということです。親は、

自分の子供のことを 「所有物」扱いしてしまいが

ちです。私は時々親の言動でそれを感じます。岳

のおとうさんは、自分の考えや教育方針を岳に押

しつけたりしませんる周囲の親たちが子供を塾ヘ

通わせ、よい学校に入れることばかりに一生懸命

になっていても流されません。岳を本当にのびの

びと育てています。放っているという意味ではあ

りません。岳個人を尊重しているし、岳の成長を

近づきすぎず離れずに見守っているのです。岳を

頭ごなしにしかったりもしません。これは、岳が

彼の友達の家でお金を盗んだという疑いがかけら

れた場面で感じたことです。その時 「おとう」は

岳に対 して詮さくはしませんでした。岳にそれと

なくたずね、返ってきた岳の言葉を聞き、岳はやっ

ていないことを確信したからです。岳のことを彼

はよく理解 し、信じているのです。

岳は、そんな父親の良い接し方のおかげで、と

ても子供らしく、素直で、しっかりした少年です。

ケンカはめっぽう強く、負けたことはありません。

釣りにすっかり心を奪われ、いつのまにか次々新

しい釣りの知識や技術を覚える岳に、 「おとう」

はいつも一瞬とまどい、次には満足感を覚えるの

です。

岳のお父さんは、仕事柄、度々世界のあちこち

へ旅行に出ます。彼は冒険好きなのか、未開の地

へ行くこともよくあります。 1～ 2カ 月留守にす

ることもしばしばです。岳は3年生のころまでは、

帰ってきた 「おとう」に、飛び出してきてしがみ

ついていました。それが、4年 生以上になると、

プロレスの組み合いのような形で坊主頭をおしつ

けてくるようになり、3カ 月前に帰ってきた時に

は、 ト レーナーのズボンのポケットに両手をつっ

こんだまま 「おとう」の顔を見てにやりと笑った

だけでした。そんな息子を見て 「おとう」は、確

実に岳が大きくなっていることを実感するのです。

長い旅行から帰ってきたある時、 「おとう」は岳

の声変わりに気づきます。しばらく会わないで久

しぶりに会うと、息子はその度に変化しているこ

とに 「おとう」は喜んだり、心配したり。やがて

どんどん自分の知らない世界に突っ走ってしまう

のではないかと少しさみしく思う反面、楽 しみに

見守っている権名さんの気持ちが感じられます。

旅行から帰ってくると、二人で釣りにでかけた

りします。それは岳にとっても 「おとう」にとっ
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ても貴重で楽しい時間なのです。私は、時々親子

で共通の楽しい時間をもつことは、とても素敵な

ことだと思います。一緒にいる時間が少なくても、

共通の趣味を持ち、一緒に楽しむことができれば、

親子の心は離れていったりしません。近づきすぎ

ず、離れないという距離を保つことはとても理想

的だと思います。一見簡単そうで、誰にでも真似

できることではないと思います。

この物語を読んで、親子の本当の意味での愛情

と、今の親たちに欠けているのは何かということ

がわかった気がします。それは、少し離れて子供

を見守り、社会的に独立させてゆくことだと思い

ます。

『いまを生きる』を読んで

物質化学工学科1年 藤 沢 明 子

私がこの本を読みはじめた理由一一それは、感

動する青春学園 ドラマが読みたかったからだ。前

から一度は読んでおきたい本のベス ト10に入って

いたこともありこの本を選んだ。

この本のス トーリーを紹介しよう。舞合は1959

年のアメリカ。厳格な校風で有名な名門校に新任

の国語の教師キーティングがやってくる。彼は夢

や理想を信じるロマンティス トで、授業の仕方も、

物の考え方も型破りなスタイルで熱く生徒に語り

かける。生徒達は、彼のやり方にとまどいながら

もだんだんひかれていく。

この中で主になる7人 の少年がいる。 ト ッドは

両親から相手にされていないと悲しむ内気な少年、

チャーリーはいたずら心のある少年、エールは厳

しい父を持ちそのため苦悩 して自ら死を選んだ優

しすぎる少年。その他キャメロン、ミークス、ピッ

ツと計 7人 だ。彼らはキーティングが学生時代に

結成した 《死せる詩人たちの会》を復活させる。

だが思わざる事件が彼らを巻きこんでいくといっ

たス トーリーである。

この中には多くの著名な作者の詩が引用されて

いる。その中で私が強く印象づけられたのはラテ

ン語で
“
カムペ ・ディエム

"だ
。これは訳すると

“
今日を楽 しめ

"に
なる。この言葉を聞くだけで

キーティング先生の性格がわかりそうだが、彼は、

いきなり机のうえに立ったり、外に出させて行進

させたりさせるが、すべての行いにはちゃんとし

た理由があり、それを生徒に教えようとしていた。

今現在、 「こんなユーモアスなことをする先生は

いるのだろうか。」と考えさせられた。少年たち

の 《死せる詩人の会》を通して彼らは、今までの

自分の殻を破りそれぞれの人格を現しだす。これ

を思奉期と呼ぶのだろうか ? キ ーティングとい

う先生の存在感のあらわれだと思う。

この物語は、 「自由」に生きることの大切さも

教えてくれた。私は、今、自由に生きている。学

校教育の枠の中ででも自分らしさを求めながら生

きている。個性というのは一人一人にあるもので

それを大切にしていくべきだ。なぜならば、人間

みんな同じだとなんの変化もないからだ。顔や目

の色、髪の色、性格、考え方、それぞれ違うから

おもしろいんだと思う。十人十色という言葉があ

るように 「自分流」をとことん追求すべきだと私

は思う。

そしてこのクライマックスは、学校を去ること

になってしまったキーティングヘ、彼が机の上に

立っていたように生徒達も同じようにし、無言の

敬意を送るというシーンだ。生徒からの信頼感を

得ながらも責任を取 り、去 らなければならない彼

の気持ち、そ して彼を見送 らなければならないつ  t

らさ、この二つの気持ちが伝わってきたときは、

涙なしでは読めないだろう。私も心打たれた。素

直に感動する。

友情、学校への安心感と不信感、大人たちへの

反抗、異性への淡い想い、さまざまな感情が少年

たちを大人にする。私も今、大人になる前の段階

なのだろうか ? 「 大人」って一体何なのか ?

考えはじめても答えが見つかりそうにない。でも
一つだけ私が忘れたくないものがある。それは、

子供のようなピュアさだ。いろんな経験をしてい

く中でこれだけは自分の中にとどめておきたい。

「いまを生きる」を読んで思うこと一一それは

人と人のつながりだ。一人の教師を通 して変わり
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だした少年。とても素晴らしいと思う。 「つなが

り」があるからこそ信頼がわく。そしてもう一つ。

それは
“
カムペ ・ディエム

"だ
。私はこの本を読

んだことでいろいろと考えさせられた。 「いまを

生きる」は、今を生きるための自分に大切なこと

を教えてくれるそんな一冊なのだ。

『四万十)i栖を読んで

機械工学科2年 泉  明 範

私は驚いていた。読み初めと読み終わった後の

想いがこんなにも違うという事を。

篤義は大蛇に遭遇 した。 「食べ られる」――そ

う思った彼は蛇に気付かれないようにそっとその

場を去 った。それ以来、篤義の中の何処かに蛇が

潜んで しまった。この本では篤義や千代子に対 し

て 「いじめ」を行うクラスの中の集団や俊博を、

篤義の目を使って蛇にたとえている所があった。

篤義が友達にからかわれている時も、千代子がい

じめられる時も、大蛇が彼の近 くに来ていたのだ。

彼は蛇が恐くて何も言えない、何も出来ない。だ

から蛇に見付からないように、蛇を見ないように、

いつでもそっと生きて来た。

私は、胸の中にどんよりとした雲がかかってい

くような嫌な気分になってしまった。どうしてこ

んな気分になったかは分かっていた。私の中に篤

義と同じように何処かに蛇が潜んでいるのだ。嫌

な事を嫌と言えなかったり、正 しいと思う事を正

直に言えない。それに私自身が人の嫌がる事を言っ

たり、そんな部分を私は人に知 られたくなかった

し、認めたくなかった。そして忘れてしまいたかっ

たのだ。この本を読むと見たくなかった自分がど

んどん見えてくるので先に書いたような気分になっ

たのだろうと思う。そんな行動をとった後、私は

いつも後悔する。そして明日からは絶対に同じこ

とはするまいと思う。 しかし暫くたつとまた同じ

ことを繰り返 しているのだ。嫌われるのが、傷つ

くのが恐いために、無意識のうちに私は蛇を飼っ

てしまっている、篤義と私は、時代や年齢や環境

は違うが飼っている蛇は同じである。それは自分

の弱さだ。

篤義が蛇と闘う時が来た。教室で俊博の鉛筆研

ぎがなくなって千代子が疑われた。篤義は千代子

が傷つくのを自分の痛みとして感 じていた。篤義

は自分が弱いために、いじめには加わらずとも千

代子がいじめられている時に何もしないのは、い

じめに加わっている事と同じだという事に自分に

いじめの矢が向いた時の事を思い出し、自分が知

らないうちに人を傷つけてしまっていた事に気付

き彼は内なる蛇と闘い始めた。そして担任の先生

に宛てた手紙にこう書いている。 「もうよわむし

はやりませんJと 。

本を読み終わると私は気分がすっかり高揚 して

しまっていた。そして 「私も闘おう」と思った。

これはまたいつもと同じ決心なんだろうか、嫌な

事を忘れてしまうための嘘なんだろか。決心した

といっても内なる蛇は本当に消えるかどうか分か

らない。でもこの本を読んだ事でじっくり自分自

身を見詰め直し、そして一歩くらいは前に踏み出

す事が出来たと思う。これからどんどん前進して

いくために、私は内なる蛇と闘い始めた篤義をい

つも心のどこかに置いておければいいと思う。

『岳物語』を読んで

情報工学科2年 小 林 啓一郎

僕は今回、久 しぶりに 『岳物語』を読んだ。ま

だ子供のころにあまり漢字もわからないまま、昔、

『BEPAL』 に連載されていたこの作品を読ん

だ。当時は、父親に漢字の読みを教わりながら読

んだのだが、今回とは大きく違った印象だったの

をわずかであるが覚えている。

-10-



子供の時読んで感じた印象というと、岳君に共

感し、自分と照らしあわせることぐらいだった。

しかし、今回再び読むと、前とは全然違った印

象を受けた。

作者は、息子の成長する様と、その変化に向き

合う父親の様を文にしている。一冊たりとも真面

目に本を読まなかった岳が、釣りに興味を持ち、

大人が読むような入門書を読み、一人前になって

いく。さらに、父親も知らないことを知り、アウ

トドアの世界にのめり込んでいく。そして、父親

が旅から帰るたびに変化し、親離れが進んでいく。

そして父親と息子はたびたびいっしょに旅に出

る。いっしょに釣りをして、ときには息子は父親

の知らない知識や技法を使い父親を凌駕しようと

する。父親はそのたびに息子の成長ぶりに目をみ

はる。

親子が同じ趣味を持ち、同じ時を過ごすのは、

とてもよいことだと思う。

今夏、若い年代の凶悪な犯行が多発しているが、

これは犯人たちが、社会的に独立できておらず、

一個の人間として成長 しきっていないためだと考

える。自らの社会的な役割を知らず、後先も考え

ずたいした理由もなく犯行に及ぶ。まさしく、社

会的に独立、つまり、一人の 「大入」になれてい

ないのだと思う。

なぜこの様なことを書いたかと言うと、僕はこ

の物語において、椎名さん夫婦が岳君を社会的に

独立させようとしていることが、感じ取れたから

である。

そして、その独立への道程を椎名さん夫婦は岳

君を一定の距離に置くことで成しとげようとして

いるのだと思った。そして、それはショウペンハ

ウエルの寓話に出来する精神分析用語 「ヤマアラ

シのジレンマ」の実践である。ヤマアラシの場合、

相手に自分の温もりを伝えたいと思っても、身を

寄せれば寄せるほど体中の刺でお互いを傷つけて

しまう。人間にも同じことがいえる。大人になるっ

てことは、近づいたり離れたりを繰り返して、お

互いがあまり傷つかずに済む距離を見つけ出すと

いうことだと思う。つまり 「つかず、離れず」の

親子関係があらわれている。

椎名さんは旅行家である。したがって僻地に行っ

たりすると長期にわたって父子は顔を合わさない。

岳君は淋しいであろうが、耐性が既にできている。

夫が家を留守にすることが多ければ妻は子供が可

哀想でつい過保護になることが多いと聞いたこと

があるが、椎名夫人は夫同様岳君とは一線を画し

ている。

親子の断絶が云々されて久しい。かといって、

親子がベタベタと接近 し合っていればいいという

ものではない。当然のことながら僕はまだ親では

ない。しかし、親にとって最高の喜びは、親子が

共通の話題をもって同じ時を過ごせることだと確

信した。

『本校図書館』
―般利用者アンケートの結果と寄稿

生涯学習の拠点として、地域の皆さんと共に学ぼうという目標を掲げてスター トした本校図書館の一

般開放も、早や二年になろうとしています。工学系の専門書に偏りがちな蔵書構成にも拘わらず、現在

180余名の方が利用者登録をされ、様々な目的で利用されています。

そこで、私たちはこれまでの反省と、今後の図書館運営の参考にするため、利用者の皆さまにアンケー

トを取らせて頂きました。

限られた期間内のことでもあり、すべての皆さまにという訳にはいきませんでしたが、一般開放を喜

ばしいことだという回答を数多く得て、関係者一同喜んでいます。

今後も、できる限りみなさまの要望にお応えして図書館の充実に励んで参りたいと考えています。

以下にアンケー トの概要と、寄せられた感想をご紹介いたします。アンケー トに御協力して頂いた皆

さま、および原稿を快くお寄せ下さった皆さまにお礼を申し上げます。
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《一般不可用者アンケート結果》

アンケートに御協力して下さった方は19名で、無回答の部分もありますが、その集計結果を以下に示

します。

◎年 齢

◎性 別

◎職 業

10代 (3名 )  20代 (3名 )  30代 (1名 )

40代 (9名 )  50代 (2名 )  60代 (1名 )

男 性 (7名 )  女  性 (12名)

中学生 (1名 ) 大 学生 (5名 ) 会 社員 (4名 ) 公 務員 (2名 ) 主  婦 (7名 )

◎居住地 :郡山市内 (16名) 生 駒市 (1名)  天 理市 (1名)  吉 野郡 (1名)

1.図 書館の開放を何でお知りになりましたか。

広告 ・ちらし (5名 ) 市 の図書館 (7名 ) ロ コミで (5名 ) そ の他 (2名 )

2.図 書館を利用される目的は何ですか。

調査 (4名 ) 研 究 (2名 )趣 味 (10名) 娯 楽 (3名 ) 自 習 (2名 )

3.図 書館をどれだけ利用されていますか。 (月に何回)

1回 (7名 ) 2回 (4名 ) 3回 (3名 ) 4回 (3名 )

4.1回 に借り出される図書冊数は何冊ぐらいですか。

1冊 (1名 ) 2冊 (5名 ) 3冊 (13名)

5.奈 良高専図書館を利用 して良からたとお考えですか。

良かった (17名)  無 回答 (2名 )

6。 これからも利用 したいと思われますか。

利用 したい (18名) 無 回答 (1名 )

7.図 書館の雰囲気はどうですか。

①照 明 :明るい (9名 ) 普 通 (9名 )

②騒 音 :静か (11名) 普 通 (6名) 騒 がしい (2名)

③広 さ :広い (4名) 普 通 (10名) 狭 い (4名)

●     ④ 本の所在:わかりやすい (11名) 普 通 (5名) わ かりにくい (2名)

⑤学生の態度 :良い (7名 )普 通 (10名) 悪 い (1名 )

⑥職員の対応 :良い (16名)普 通 (2名 )

8.蔵 書の構成はどうですか ?

良い (4名 ) 普 通 (12名) 悪 い (2名 )

悪いと答えられた方は、どの分野が不足しているとお考えですか。

歴史 (2名 ) 社 会 (2名 ) 文 学 (3名 )

9。 あなたの読みたい分野は何ですか。

哲学 (1名 ) 歴 史 (5名 )科 学 (1名 ) 工 学 (1名 ) 産 業 (2名 )

語学 (1名 ) 文 学 (8名 ) そ の他 (SF、 宗教)

10.奈 良高専図書館では 「図書館だより」を発行 していますが、読んでみようと思われますか。

思う (17名) 思 わない (1名 )

11.読 書週間をご存 じですか。

知っている (9名 ) 知 らない (8名 )
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12.奈 良高専図書館あるいは学校に対するご意見 。ご希望がありましたら、何でも結構ですからお書き

ください。

☆一般人が利用させていただけるようになり、大変うれしく思っております。

☆近くの図書館を利用できてとてもありがたいと思っています。

☆最近出版された小説をもっと入れてほしい。人気のあるものは、複数冊いれてほしい。

★蔵書検索がよくわからない。

★会社の近くにあり、必要を感 じたとき利用させて頂いております。工学関係の蔵書も多く、大

変喜んでいます。

★利用できるようになってよかったです。

☆学生が騒がしいです。試験前は特に。

大好き、図書館

中 山 佳 代

私は千日町に住む一主婦です。本を読むのは大

好きなのですが、買うのは好きではありません。

なぜでしょう。たまるからです。そして本が古び

てゆくからです。私も三十年前は、壁一面本で埋

まった部屋で、おもむろに心惹かれる書物を手に

取る十一といった光景に憧憬のまなざしをもって

いたものです。しかし、主婦の立場からいえば本

は、はっきりいって敵です。ほこりをかぶって放っ

ておかれる本たち、一―掃除のじゃま、場所ふさ

ぎ、本のない空間をむしろ歓迎します。そんな私

の強い味方、それが図書館なのです。新しい本と

雑誌が次々並び、借りて帰って家で読んで返せば

良いのですから。人生の中で、いくらおもしろく

て感動したといっても、2回 3回 読み返す本は一

般市民にはそうそうあるものではないし、読み返

したくなればまた借りればよいのです。常に手元

に置いておく必要はありません。そういうわけで

高専の図書館にはすっかりお世話になっています。

近くですので、結構重い 「山と渓谷」や 「くらし

の手帳」も苦になりません。ほとんど理解できな

かった芥川賞受賞作品も買っていたらよけい腹立

ちの原因となったことでしょう。わが家の教養娯

楽費を低く押さえて下さっている高専図書館に日々、

深く感謝しております。

ちょっとがHOTな 気分に

吉 田 礼 子

高専の図書館が一般に開放されて以来、自宅か

ら徒歩 5分 弱という恵まれた地の利も幸いし、大

いに利用させてもらっている。

読書好き、そのうえいろいろの事 (物)に 興味

を持ち、 「何でも見てやろう」ではないが、あら

ゆる分野に渡って多くのことを学びたいと思うも

のにとっては、ほんの数分で行け、自由に手にと

り借りれることはとても有 り難い。

書棚の周りをうろうろしながら、 「こんな本も

あるんだ。次に借りよう」と、あれこれ見つける

楽 しみは宝探 しのようで胸がときめく。

言葉を交わすことは無いけれども、青春まった

だ中にいる若い人達の様子を見るのも、また楽 し

いことであり、キャンパス内を歩いていると学生

の頃を思い出す。

高専の授業に関連 した専門書を借りることはマ

レであるが、特に美術関係のめば しきと思える書

籍 ・全集はほとんど目にしたのではないだろうか。

夕食後の散歩途中に図書館の灯を目にすると、ちょっ

と寄って行こうと足が向く。

ビジュアル本や軽い読み物をサラット見るだけ

の時間であっても、なぜかホット (HOT)な 気

分になれるのがいい。得 した時を持ったように思

えるのも、夜間営業 (?)の
一つの利点、魅力で

《一般利用者からの寄稿》
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ある。

少し要望を申すなら、現代美術、作品集 (絵画、

彫刻、建築、写真…etc、ジャンルを問わない)

などの個人で購入するには値が張るなという、し

かも質の高いものを、新刊のみでなく、古書から

も拾い出し、購入リス トに加えてもらうと有り難

いです。

映画のビデオ、LPレ コー ドなども備っている

し、そのうちゆったりとした気分で懐かしき名画

のシーンを楽しみたいと思う。

せっかく開放された図書館、学びの場として、

又、より豊かな心の糧に親 しみ、利用 したいと思

う。

係りの方も、とても親切で助かります。

ありがとうございました。

高専図書館を利用 して

藤 岡 治 雄

もう二十数年前になるか、バスのなかから黒い

鉄棚の中に濃緑色塗りの飛行機が置いてあって、

その胴体に白縁の日の丸が描いてあるのを見て、

ここは戦中の航空基地の跡かと思っていたが、当

地へ引越 して来てみると、爽やかな日の丸銀装機

になっていた。米国製のT-6テ キサン練習機と

説明したプレー トが傍に立っている。ここがロボッ

トコンテス トで有名な奈良高専と知ったのはずっ

と後のことであった。

そこの図書館を一般人に公開されるという。さ

ぞ理数工学図書がいちぱい詰まっているのだろう

と思って2階 の図書館に入ってみると、あるある

右半分にそういった書籍がぎっしり書側に並んで

いる。でもさすがによく使い込まれているのが背

中の壊れ具合でそれとわかる。

ずっと奥の床ちかくの制にかって技術史を学ん

でいたころの1950年代の 「科学史研究」が合本整

理され、すでに歴史的書籍になっていたのを貸し

ていただいた。まだ戦争が終わっていないあの時

分、細かい活字がぎっしり詰まっていた懐かしい

雑誌である。

中央に閲覧室がある。沸き返るような賑やかさ、

しかし雑談ではなくてここは元気いっぱいの学生

の議論が沸騰している場である。ノー トや教科書・

図面を机いっぱいに広げた数人の学生が激論の最

中である。隣の席では仲良し同士が計算式を書き

込んだメモや教科書を前にひそひそと話し込んで

いる姿もある。このあたりは公共図書館や大学図

書館と違うのではないのだろうか。議論などして

いると
“
カッ

"と
か

“
シール

の警音が飛んで来る

ところだが、ここはそんなものはなく、限りなく

明るくて図書館という重々しい空気はどっかにふっ

飛び健康そのものでたいへんよろしい。でも静か

に本を楽しむ雰囲気の席も窓際の静かな場所に設

けられている。

借り出した本にメモが挿み込まれていることが

ある。書き込まれた計算式や数字をついついみて

しまう。戦中、本が無くて先輩から譲り渡された

教科書のページに 「ガンバ レヨ」などと欄外に書

き込まれていたのを思い出して、メモをそのまま

にして読みすすむ。誰かから誰かへのメッセージ

かもしれないと思って。

参考図書を全部電子化 していただけないか。

「活字よさようなら、電子よこんにちは」の時代

がひたひた押し寄せているけれども、テレビ化は

参考図書や辞書だけにとどめたい。だって再生装

置を持っていないのでテープを借りても見られな

いのだから。

学校図書館は学習や教育それに研究の目的の為

に設置されたものであるならば、一般人が利用しょ

うとする時は、それなりの心得が必要ではないか

と思う。 「何か面白い本はないか ?」 ではなくて

「自分は何を読みたいか !」とはっきり決めて書

籍の林に踏み入れたい。ここの図書館は明るく元

気で研究熱心な若い学生諸君ばかりだから、それ
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なりの覚悟を持って足を運えミならば、この 「知識

の館」でいくつもの宝石を見つけることができる

に違いない。

矢田丘陵の静かな環境の中でこの図書館がいつ

までもこのままでいて欲しいと願うと同時に、前

庭の飛行機が 「黒い軍用機」に変身したりしない

よう、いつまでも平和な日本の奈良高専であれと

思うことしきりである。

資料を検索する

墨暴
図書館か らのお矢口ら

実行 したい処理の項 目を選んで下さい

ン

ン

d

C

新しい図書館システムに

バージョンアップ

新図書館情報ネ ットワークシステムの構築により、

1月下旬から、検索画面も次のように一新しました。

ぜひ図書館に来て、一度触ってみて下さい。きっとハ

マッてしまいます。検索は、書名 ・著者名 ・出版社等

のすべてから検索 しますので、該当件数が多くなりま

す。その時は、一覧を表示してから絞り込み検索を行っ

てください。目当ての図書が表示されたなら、必要に

応じて詳細表示をどうぞ。そのほか、部分一致検索や

あいまい検索なども自由自在です。わからないことがあれば、気軽に係員まで声をかけて下さい。お待

ちしています。

努鞘 単 を 堵

比 群 勢 |11事

樹 鑑 謎
翠軽 轄

難 襲

挑 勢 干

皆 圭
↓≡一■

受

|■■

IFi軍

韓 聾

轟
コ
４

検索勁 いま、キーボードと画面の両方での入力が可能です。
文字を入力した後は、必ず未確定になつている文字列を 町麟出 して下さい.
性定されない場合、未確定の文字夕Wま無効になります.
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第9回 ブックハンティングを実施

毎年恒例となっているブックハンティングを、11月13日 (木)市 内の書店において実施しました。教

官、図書館職員を含む約15名の学生図書委員たちが集まり、それぞれに欲しい本、気に入った本を買い

あさりましたが、さて、その成果は,・,

今回のブックハンティングによって、次の86冊が新たに本校図書館の蔵書となりました。せいぜい利

用されることを願っています。

ブツクハンテインヴ購入リスト

・3Dグ ラフィックスプログラミングfor W i n d o w s 9 5
・ゲームで覚える JAV A ( C D一 ROM付 )
・バイク ・メンテナンス (応用編)
・インターネ ット社会論
・雲 野 外ハンドブック6
。自然と親 しむ は じめての出歩き
・幻のヴェネチア魚食堂 イ タリア味見旅
・恋文 (こいえミみ)画 集 。智恵子抄
。ケエアの女の物語
・イザベラ ・バー ド 旅 の生涯
。「次」はこうなる
。エンデ全集 8 鏡 のなかの鏡
・Inside A/1acintosh:Overview
・Mac i n t o s h  ユーザのためのC十 十 (ディスク付)
・Dir e c t  X 3  オフィシャルマニュアル(CD―ROM付 )
。星海への跳躍(上)(下)ハ ヤカワ文庫
・官僚崩壊 新 しい官僚像を求めて
・マサチューセッツエ科大学
・楽毅 (がっき)第

一巻 第 二巻
・隋唐演義 (第1期全 5巻 )
・理系の学科案内

'98理
系ならどの大学がいいか

。1973年のピンボール 講 談社文庫
・カンガルー日和 講 談社文庫
・回転木馬のデッド・ヒー ト 講 談社文庫
・人に聞けないUNIXの使い方
・チベット「マンダラの国」
・身近なモチーフで 鉛 筆画を描く
・秘伝 HTM L , C G L , P e r lに よるWebプ ログラミング
・聖書の暗号
。上村松園 秘 めた女の想い 巨 匠の日本画 5
・陰謀の日 (全2巻 )
・教科書が教えない歴史4
。すべての男は消耗品である

・漏災杏葵皇蘭蕗螢声亀 水とは何か(上)(下)新 潮文庫
。人間の土地 新 潮文庫
・水いらず 新 潮文庫
・博 創 元社推理文庫
・夜間飛行 新 潮文庫
・BAD KI D S  バ ッドキッズ 集 英社文庫
・人の砂漠 新 潮社文庫
・金田一少年の事件簿
・13星座深層ホロスコープ こ れがわたしの本当の姿

Thom p s o n著 ア スキー書籍編集部(訳)
本 俊 也
名倉早苗等
赤木昭夫
飯田陸治郎編
石井明彦編
貝谷郁子
高村智恵子 (絵)高 村光太郎(詩)
リキマニ著 丹 埜晴子(訳)
チェックランド著 川 勝貴美(訳)
堺屋太一

エンデ著 丘 沢静也(訳)
Apple Computer lnc.
マーク著 デ ータリンク(訳)
マイクロソフ ト編
アンダースン/ビ ースン著
吉田和男
ハプグッド著 鶴 岡雄二(訳)
宮城谷昌光
田中芳樹編訳
坂井博幸編
村上春樹
村上春樹
村上春樹
アスキー書籍編集部編
松本栄一 (写真)奥 山直司 (文)
西村俊雄
Tittel等著 臼 田昭司等(訳)
ドロズエン著 木 原武一(訳)
上村松園
シェルダン著 天 馬龍行(訳)
藤岡信勝/自 由主義史観研究会
村上龍
村上春樹
梅原猛
サン=テ グジュペリ著 堀 口大学(訳)
サル トル著 伊 吹武彦等(訳)
クロフツ著 大 久保康雄(訳)
サン=テ グジュペリ著 堀 日大学(訳)
村山由佳
沢木耕太郎
天樹征丸 (作) さ とうふみや (画)
ベッカー著

名者著名豊
再
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名者著名室
日

。東大オタク学講座
・教科書の要点をおさえた基礎からのベスト数学B
・ひ弱な男とフワブワした女の国日本
・関西おもしろ博物館
・仏教とキリス ト教の常識
・翼
。すっぴん魂 (こん)
・馬の見方 ・選び方 的 中率を上げるプロの目
・真田忍伏記(上)(下)
・快客行 (きょうかくこう)1:野 良犬
・神谷美恵子 聖 なる声
・不夜城
・裁判の秘密
。「困った人たち」とのつきあい方
・眠れぬ森の美女たち
。中国武将列伝(上)(下)
・物理基礎問題集 (増訂版)
。辞書なしで学べる ド イツ語の最初歩
・海時 (かいしょう)
・復原透し図 聖 書の世界

岡田斗司夫

御園生善尚
マークス寿子

藤井文子編
ひろさちや、堀田雄康

村山由佳
室井滋
三木和夫

津本陽
金庸 (きんよう)著  土 屋文子 (訳)

宮原安春
馳星周
山口宏、副島隆彦
ブラムソン著 鈴 木重吉等(訳)
香山リカ

田中芳樹
木暮隆夫
大岩信太郎
田中芳樹
ロバーツ著 池 田裕(訳) C

図 書 館 か ら の お 知 ら せ
★学年末休業中の図書館利用について

・開能日時 3月 19日 (木)～ 4月 3日 (金)8:30～ 17:00まで

土曜 ・友間関能はありません。

・閉 能 日 4月 6日 (月)～ 7日 (火)(能 内整理、新年度準備のため)

・貸出冊数 6冊 まで。 3月 13日 (金)か ら貸 し出します。

・返 去p日  4月 8日 (水)ま でに返去P。

なお、卒業予定者は卒業当日までに始ず返去口して下さい。 もし紛失 した場合は、図書館カウ

ングーにてご相談 ください。

☆本枝図書館のホームページが、新 しく生まれ変わりました。所先宣等外部からの蔵書検索が可

能となり、(閲覧宣での検安と違うところは1日 のダイムラグがあるという点です。)ま たホー

ムページからの文献複写の受付もまもなく開始の予定です。学習に教育 ・研究にずい、Sミんお役

に立つこととを信 しております。上手にlll用していただけることを期待 します。なお、ホーム

ページ作成にご尽力 くださった情報工学科の武藤先生に深謝いたします。

LTRL http:〃 libns.jimu.nara一k,ac.jp/

読書感想文ヨングールの優分作品の紹介に加え、一般lll用者のアンケー ト結果、および寄稿を掲げま

した。学生諸君には多大な迷恐をかけましたが、図書能の新 しい電算システムについて、館長と事務部

から宣伝をかねての紹介がありました。多忙のヤ、原稿をお寄せ頂いた皆様におれを申し上げます。

(委員一同)

奈浅工茉高等専門学校図書館 〒 639-1080大 和郡占市矢口町22 TEL/FAX 0743-55-6015

t
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